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　　　　　　　（Ch　ief　：Pr（ゾ．　H．ひムツ・A　II＝んう
　サルモネラE群の0抗原についてぼ，　ある菌
株では1　Erii，i’の0抗原からE2群の。抗原に　（S．
anatum，　S，　meleagridisi））また・E2鮮の0抗原か
らE1群の0抗原に（S。　newington，　S．　new一・
brunswick2））変換を起すととが出1來るごとが報ぜ
られた。　この変換ぱ復元も可能である1）J　’）。　また
この変換り機縛についても前報で報じた4）。
　肺炎双球菌の黄膜多糖休につV・てぽその茉干の
ものについてぽ1化学的分析が行蝿）れ，その構成糖
類も明かにされてお｝），構成糖類の差によつで魚L
清学的差異が規定されて：いることが知られできて
いるの。　ひるがえってサルモネラについてみる幽と
どうであろうか。　その0抗原の特異性を規定し
ているものが多糖体であることはかなり以前から
知られているが6＞，その多糖体の構造についてぽ
まだ殆ど知られていなV・7’）’10）。われわれの研究室
では1この点に三口し，サルモネラ各群の菌に：いっ
てその0抗原特異多糖休呈li糖構成をしらべ，抗原
の特異性の解明に努ノJしている11）。
　そとで一りにぽ抗原の人工変換に件なう特異多
糖体の血糖構成の変化を槍上するため，一．．・つにぱ
サルモネラ各）群の菌の抗原多糖沐分析の一・連の研
究の一．・部としてEl群，　Eg　l詳の菌株の0抗原．の
特異多糖体の軍糖構成を槍索した。　こと．にぽE雪
：群S．newington　Csの0抗原についての実瞼成
績を二二する。E1群の0抗原についてぽ佐々木
　　　　　　　　　　　　　　　　　，と協同で発表の予定である。
実験材料及び実験方法
菌株：　菌株はサルモネ乖委員．会（現在の腸内紺菌委員
会）より分與された，サルモネラE2群S．　newington　C2
株を川いた。
　　　　　　　　　実．瞼方法
1）抗原1性特異多糖体｝r封出過程
一k　ζの研究は丈部省科学研究既の補助を藁けた1植竹）。
　この研究の要旨は第25回日本細菌学会（昭利27年4
　月7H＞で発表した。
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　Roux瓶を用いて普通寒．天二士也を作り，これにS．　neW－
ington　C2株を移植して37048時間培養する。
　培養した菌は少量の．生理的食塩水を加えて洗い出し，そ
れを綿花で2画濾過を加えてからDe　Lavale遠心分離器に
かけて菌体を灘量で109gをえた。これについてalcohol　1，
etber　3の割の汎合液によって菌体の腕脂洗1條を3U毎に
1回，上清が清澄になるまで3～4回繰返した。
　次に菌体を1cc当り200　mgの割に蒸溜水に浮游させ，
1時間振盤機にかけてから，等量のN／2三塩化酷酸を加え
て氷室に時間放置し，次で遠心沈澱をかけて沈浴を除去す
る。上清を流水で透析し，3倍量のacetonを加えて
Boivin三原】2）を得た。これは乾燥量で30．7．mgであらた。
　上述の操作を同様に灘’蚤52．・5gのS．　newington　C2株
について行い乾燥量で15．25mgのBoivin抗原を得たので
これらを合せて以下芦田氏変法13）に從って抗原特異多糖
体を抽11iした。
　即ちBoivin抗原をalkaliで処理してalkali処典
Boivin抗原を得，これを弱酸（N／10　CH3　CooH）で部分
加水分解を行いSoxhlet抽出器で48博問連続脱脂抽出を
行い，ether可溶部分を除き，更にpeptide部分を遠心
分離除去する。　この上清について』alcohol分劃沈澱を繰
返すことによって精製polysaccharide　20　mg　．を得た。こ．
　　　　　　　　　の分離過程を括めたものが（Fjg．1）で
S．newing七〇n　C2　冒88　cultt▼ated　on　nu七rien七　agar　＆セ　ラ70c　for　U8　houfs．
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　　　Fig．　1．　Process　for　Preparing　Specific　Polysaecharide
　　　　　　　　　　　　　of　S．　newmgton．
ある。
2）沈降反．維毛
　Boivin抗原及び，これを更に精製
処理して得た多糖体抗原については沈
降口固によって血清学的に抗原性を確
かめた。血清はS，newington　O血清
．で行った。．
，
　3｝　paper　chromatography
　　Boivin抗原及び精製特異多・糖体に
ついてpaper　chromatographyによ
　り，　その輩糖構成をしらべた。　即ち
Boivin抗原及び精製特異多糖体の15
mgをN一硫酸によ’っで選元力最大を示
すとこ．うま．で（約6　N3問）加水分解し，
Ba（OH）2で中和して，　その濾液を遠
心分離して上清を防蝕濃縮し以下の如
き條件で分析を行った。
展開：25℃，一次元上昇法（3種展
開剤について）展開時周24時間。
　展開剤1の・15）：
　　　（1）　phenol／H，）O　（4：1，　V／V）
　　　（2）　n・一butanol／aeetie　acid／HL，O
　　　　　（9＝1二7，VIV上清）
　　　（3）　ethylacetat6／acetic
　　　　　aeid／HL，O　（3：1：3，　VIV）
　　乾燥．：通氣d畑ftによるe
　発色：anilin　hydrogenl　phthala－
te16）を噴霧してから1100の乾熱滅菌
　器中に5～10分：餌刺してしらべた。
　　同定：展開に当っては常に10種の
12）　Boivin，　A．　Mesrobeanu，　1．　et　Mesrobeanu，　L．：
　　C．　R　Soe．　Biol．　113，　490　（1933）　；　lbid．，　114，　BO7　（1933）．
13）芦田：綜合医学，28，417（1944）．
14）　？ rtridge，　S．　M．：　．Biochem．　J．　42，　238　（1948＞．
15）　Partridge，　S．　M．：　lbid．　42，　251　（194S）．
16）　Partridge，　S．M．：　Nature　164，　443　（J649）．
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輩糖体を対照として同一紙上で展開分離し，それ等と比較
しつつ同定した。
　hexosamine及び　n・’acetyl　hexosamine　については
Elson＆Morganの方法め，紫タト線によって．濾紙上の．螢
光を見る方法18），Ninhydrin反慮によった。　uron酸の
同定：はNaphtho－resorcinol反鷹によった19）。
　　　　　　　　　　　実．験成．績
　司馬1　wa：Boivin抗原，特異多糖体各5mgをとって
生’理的食塩1．水．にとかし10s，倍二稀曝ま一’E’　i廻りS．　newington
O血清について沈降反慮を行った。特異多糖体はS．new－
ington　O血清原液：とは1×10丁抗原稀糧まで沈降反慮陽性
．を示した（Table　1）．
Table　1．　一　Precipitin’　Reaction　Betzb’een　S，　new’ington　SpeciLfie
　　　P吻saceんαride　and　S．　newin．qton　O伽りπzene　serum
＼轡endil’
Serum　dil　X
　1　　：　1
　　1　：　2’
　　1　．：　4・
401??
??
1 1二3×JO4
　十
　十
1　：　1　or」
　十
　十
　　　　　1　　　　　・
1：3×1051　1　：　lo6
　　　　　；
　十　1　十
1：3×1・06
　　十
70﹈?．
??
? 1：3×1071　：　loS
　paper　chromatQgraphy：　PapeT　chromatography
を用いてBoivin抗原及び精製杭原性排異多糖体について
一次元上昇法（対照．をおいて）を3種の展開剤について行
い次の結果をえた。
　．即ち何れの展開剤を用いて．も　mannose，　galactose，
glucose，　rhamnose，　glueosamine，　n－acetyl　glucosamine，
移動．の・逓い未知一淡水化物，hexouton酸が分析された。
　glucosamine，　n－aeetyl　gluco”bamineが確認せられた
がこれらは多糖体中に両者共に存在するものか，それとも
oFi7in ．鮎瀕εチ陶紡
後者のみで前者は二次的に生戌せられたかはこオ．しまでのと
ころ不明である。
　以上槍出された糖がbutanol系溶媒においてとる酉E置
を示したのが（Fig，2）である（他の溶媒を用いた場合も
同様の一致した戌績を示した脚1粉。
Aiabttvese　＊　’　ut撫灘：
　　　　　Tt　．i　，z　一1　．一　ts　．e　．T　　　8　　．S　Le　　　　　　　　　　　　　　　　　一　Rf・Yathe　　　　　一　30cva　一　　　Solvent：’　n－C4HgOHICH3・．COOHIHsO
　　　　　　　　　（9：1：7，　v／v＞，　24　hrs．，　250C．
　Notes　：　ge　Red－brown　color　（Aldopentoses），
　　　　　　e　Olive－brown　color　（Other　sugars，
　　　　　　rsxtwss　Tailing　．spots．
　Fig．　2．　Paper　chto’matogram　of　monosaccharide
constituents　of　purified　antigenic　polysaccharide
extracted　£rom　S．　newington　C2
考 按
　サルモネラE群でぱそ．の灘の閥に抗原の変換が
行われることが知られてきた．が，変換の行われる
群の聞ぽ明かに蜘．清学的に区別されているので，
その各特異抗原の構成糖類に譲があるかどうかを
しらべた。
　・著者ぽ先に：復尤実験で小原の得た．84B株（III，，
X，XXVI）を母株で・あるS．　newington　C，に復．
元させ，． ﾜた変換の機蒋についての実瞼でぽS．
newingtonからS．　anatumに人工的に変換出來
ることを示した。それでS．　newington株につい
て構成糖類を分析しE1群及びE3群の構成糖類と
比較せんとしたのである。paper　chromatography
を：用いてmannose，　galactose，　glucose，　rham－
n6se，　glucosamine，　n－acetyl　glucosamine移動
の逞V・未知一炭水化物hexuron酸を槍出した。
これらの糖のうち就中galactoseにつV・て1土，大
量の菌を集める場合普通塞天培地を珊V・．るので寒
17）　Elson，　L．’`．　＆　Morgan，　W．　T．：　Biocheih，　J．　27，
　　1824　（1933）．
18）植竹・他：1紬菌学剰監．誌7（特）　〈1952）；8．〔特）（1953）．
19）　Partridge，　S．　M：　Bioehem．　」．，　42，　25’8・　（t948）．・
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天成分に山來するのでぽないかという疑いが入る
かも知れない。これについてぽ佐々木．及び著者が
別報に報ずるとお・り　「Boivin抗原までのところ
でも塞天に・山來するgalactoseは’殆ど老’慮に入れ
6必要がない程である。從ってさらに芦田氏法に：
よって処理した特異多面体においてぽ寒天にrll來
するgalactoseの影響は〔杢くなV・」と考えられる。
　S．newington　C2株より以上の如く輩糖を叩出
したので，とれについて佐々木・著者20）或ぱ佐々
木・伊勢21）の報ずるEl，　E3群と比較してみるに，
E1群のS．　anatum　E3群のS．　senftenberg何れ
からも全く同一の軍癬が検出さ’ 黷ﾄいる。
　それ故サルモネラE群においてぽ定性的にぱあ葦
成糖類にぱ差が認められないので，差ありとせば
：量的かまプとぽ立体構i造上の差によるのでぱなV・か
と老えられる。伊＃J22＞の実瞼によるとS．　senften－
bergか．ら誘導さる血清学的にIIIしかイ∫じないと
思われる菌株の構成軍糖体をしらべた結果でぽ
rhamposeが痕跡的にしか認あられないという点
で，S・anatum，　S．　newington，　S．　senftenberg
の特異多糖体の構成耳蝉と異なっている。
　著者の場合抗原変異株株（84E株，84F株）の
特異抗原多糖体の分析ぽ行わながったが，佐々木
と協同研究でS．anatum（84　E株，84F株と同じ
抗原構造）の特異多糖休の分析を行ったととろで
ば前蓮；のようにS．newingtonと同一の軍糖が証
明されているから，抗原変異株の特異多糖休の軍
再構成も同一と推量して撃ちなかろうと思われる。
結 論
　S．newington　C，株の0抗原の特異性を規定
している特異多糖休を抽出しpaper　chromato－
graphyで分析した結果mannose，9alactose，
glucose，　rhamnose　glucosamine，　n－acetyl　glu－
cosamine，移動の逞い未知一炭水化物hexuron
酸を表出した。これらの糖をE1群のS．　ahatum
E3群のS．　senftenbergと比較する’と定・性的にぽ
差ぽ認められなかった。ごのことぽサルモネラEI，
E2，　E3各群の0抗原の血清学的特異性を規定す
るものぽ’構成糖類の量的差異若くぽ立体構造上の
差異であるこ．とを暗示．する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　、（nl｛禾n　29．2．10憂イ寸）．
Summary
　　A　Boivin　type　of　antigens　was　prepared　from　agar　cultures　of　S．　newington　C2　and
from　these　antigens　specific　antigepic　polysaccharide　was　extracted．　Monosaccharide
composition　of　the　specific　polysaccharide　was　analysed　by　paper　partition　chromatography，
which　revealed　the　presence　・of　the　following　substances：　mannose，　galactose，　glucose，
rhamnose，　glucosamine，　N－acety］glucosamine，　a　hexuronic　acid　and　an　unknown　carbo－
hydrate　Which　moves　Very　s工owly．　Qualitatively　these　components　are　the’same　as　those．
of　specific　polysaccharide　of　S．　anatum　in　Ei　group　of　Salmonella　or　those　of　S．’senften－
berg　in　E：3　group　of　＄almonella．
　　These　facts　suggest　that　the　serological　specificity　Jof　respeqtive　O　antigens　of　ET，　Efl
or　Eu　group　of　Salmonella　depends　upon　quantitative　differences　of　these　constituental
monosaccharides　or　upon　differences　of　spacial　arrangement　of　these　components　in
specific　polysaccharide．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Feb．　10，　1954）
20）佐々木・11・川：未刊；植竹・他：緬kT学維誌7，‘特）
　　（1952）．
21＞佐々木・伊勢：未刊工料竹・他＝
　　（1952）．
22）伊勢：札幌医誌5，101（1954）．
紬苗学雑誌7，（特）
